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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第２四半期連結
累計期間

第66期
第２四半期連結
累計期間

第65期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　９月30日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　９月30日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 3,751,499 3,962,517 7,726,179

経常利益 （千円） 115,305 84,232 268,099

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 63,305 5,068 217,962

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 194,806 150,087 163,366

純資産額 （千円） 11,216,151 11,251,966 11,143,306

総資産額 （千円） 13,563,693 13,717,905 13,730,985

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 76.91 6.16 264.81

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 82.7 82.0 81.2

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 362,522 55,799 681,631

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △202,535 △366,198 △412,338

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △33,308 △41,208 △74,703

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,705,242 5,414,816 5,712,203

 

回次
第65期

第２四半期連結
会計期間

第66期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成29年
　７月１日
至平成29年
　９月30日

自平成30年
　７月１日
至平成30年
　９月30日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △17.46 △24.00

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

　　　　５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行ってお

ります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国の保護主義的な通商政策に基づく米中貿易摩擦の激化等によ

り減速リスクが高まるなど、中国国家統計局が発表した当四半期の国内総生産は世界的な金融危機下にあった2009年

以来の低い伸びとなり、先行き不透明な状況にあります。日本経済につきましても、相次いでいる自然災害の経済に

与える影響や、海外経済の不確実性など安定感を欠いた状況ではあるものの、企業収益や雇用環境の改善などを背景

に緩やかな回復傾向が続いております。

このような環境の中、当社グループは４ヵ年の中期経営計画「Change100」のもと、産業用スイッチの分野におい

て、「世界で最も知られ、世界で最も好まれ、世界で一番に選ばれるスイッチサプライヤー」となるべく、「グロー

バル化対応」と「勝てる武器の創造」を軸とした基本戦略を推進し、お客様との接点を拡大したソリューションビジ

ネスへの転換を進めると共に、インターネットによる販売強化に努めるなど、積極的な施策を展開して参りました。

一方で、原材料費の高騰、中国・日本における人件費の増大、マクタン工場建設に伴う経費の高止まり、さらには、

貿易摩擦拡大による影響など経費的に課題が多く残る期間となりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間における財政状態及び経営成績は以下のとお

りとなりました。

 

a.　財政状態

①　資産

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は137億１千７百万円（前連結会計年度末比１千３百万円の減

少）となりました。

主な要因は、現金及び預金（同２億９千７百万円の減少）、原材料及び貯蔵品（同１億６千８百万円の増

加）、その他流動資産（同６千５百万円の減少）、投資その他の資産（同１億８千８百万円の増加）によるもの

であります。

②　負債

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は24億６千５百万円（前連結会計年度末比１億２千１百万円の

減少）となりました。

主な要因は、買掛金（同１億１千１百万円の減少）によるものであります。

③　純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は112億５千１百万円（前連結会計年度末比１億８百万円の

増加）となりました。

主な要因は、為替換算調整勘定（同１億５千５百万円の増加）によるものであります。
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b.　経営成績

当第２四半期連結累計期間の売上高は39億６千２百万円（前年同期比5.6％増）、営業利益は５千９百万円（同

45.2％減）、経常利益は８千４百万円（同26.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は５百万円（同92.0％

減）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①　日本

通商問題の動向が世界経済に与える影響など先行き不透明な状況ではあるものの、日本国内は各種政策の効果

により雇用・所得環境の改善を背景に個人消費が緩やかに増加するなど、景気は回復基調にあります。こうした

中、当社グループの販売強化項目である「特定市場」や「ソリューションビジネスの確立」に取り組むなど、積

極的な施策を展開して参りました。この結果、当第２四半期連結累計期間の外部顧客向売上高は前年同期比

4.5％増、グループ間の取引を含んだ売上高は35億３百万円（前年同期比2.9％増）となりました。

②　米国

米国での経済・金融政策動向や通商政策による貿易摩擦の激化など、予断を許さない状況が続いているもの

の、個人消費の増加、雇用情勢の改善などを背景に緩やかな拡大基調が続きました。こうした中、当社グループ

販売強化項目の一つであるカタログディストリビューターを中心とする「ネットセールス」に取り組むなど、積

極的な施策を展開して参りました。この結果、当第２四半期連結累計期間の外部顧客向売上高は現地通貨ベース

で前年同期比5.0％増、為替の影響も含め12億３千４百万円（前年同期比4.2％増）となりました。

③　アジア

米国に端を発する各国・地域問の貿易摩擦拡大による影響など、先行き不透明な状況で推移しております。こ

うした中、当社グループ販売強化項目の一つである「特定市場」に取り組むなど、積極的な施策を展開して参り

ました。この結果、当第２四半期連結累計期間の外部顧客向売上高は現地通貨ベースで前年同期比18.6％増、グ

ループ間の取引を含んだ売上高は為替の影響を含め24億８千６百万円（前年同期比14.3％増）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ２

億９千７百万円減少し、54億１千４百万円となりました。

 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果得られた資金は５千５百万円（前年同期比84.6%減）となりました。

これは主に、減価償却費１億９千万円、仕入債務の減少１億７千２百万円、たな卸資産の増加による支出１億

３千５百万円、その他の資産の減少９千９百万円、税金等調整前四半期純利益８千２百万円等によるものであり

ます。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は３億６千６百万円（前年同期比80.8%増）となりました。

これは主に、定期預金の預入による支出２億円、有形固定資産の取得による支出１億３千万円等によるもので

あります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は４千１百万円（前年同期比23.7%増）となりました。

これは主に、配当金の支払額４千万円等によるものであります。
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（３）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた問題はありません。

 

（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億４千６百万円であります。当第２

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

なお、当第２四半期連結累計期間の産業財産権出願件数は７件となっております。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,600,000

計 2,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)

（平成30年９月30日）

提出日現在
発行数(株)

（平成30年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 842,520 842,520

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 842,520 842,520 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
― 842,520 ― 951,799 ― 833,305

 

EDINET提出書類

ＮＫＫスイッチズ株式会社(E01974)

四半期報告書

 7/21



（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

㈲ビッグブリッヂ 東京都世田谷区奥沢１丁目５番20号 1,320 16.03

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 409 4.97

㈱三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 348 4.23

大　橋　宏　成 東京都世田谷区 293 3.56

日本トラスティ・サービス信

託銀行㈱（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 290 3.52

大　橋　尚　子 東京都世田谷区 280 3.41

太陽生命保険㈱ 東京都中央区日本橋２丁目７番１号 225 2.74

大　橋　千　津　子 東京都大田区 201 2.44

大　橋　智　成 東京都世田谷区 192 2.34

冨　岡　友　子 神奈川県川崎市中原区 186 2.27

計 ― 3,748 45.54

（注）日本トラスティ・サービス信託銀行㈱が所有している株式は、すべて信託業務に係るものであります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　19,500
－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式 819,900 8,199 －

単元未満株式 普通株式  3,120 － －

発行済株式総数 842,520 － －

総株主の議決権 － 8,199 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式32株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)

ＮＫＫスイッチズ㈱

神奈川県川崎市高津区

宇奈根715番地1
19,500 － 19,500 2.32

計 ― 19,500 － 19,500 2.32

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,712,203 5,414,816

受取手形及び売掛金 ※ 1,366,706 ※ 1,331,678

商品及び製品 1,125,585 1,160,373

仕掛品 87,542 87,226

原材料及び貯蔵品 1,221,289 1,389,422

その他 303,112 237,714

貸倒引当金 △2,666 △2,753

流動資産合計 9,813,773 9,618,479

固定資産   

有形固定資産 2,217,318 2,234,470

無形固定資産 160,521 136,972

投資その他の資産 1,539,371 1,727,983

固定資産合計 3,917,211 4,099,426

資産合計 13,730,985 13,717,905

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,394,318 1,283,005

未払法人税等 45,526 15,952

引当金 121,932 123,644

その他 561,492 539,953

流動負債合計 2,123,269 1,962,555

固定負債   

退職給付に係る負債 81,467 105,391

役員退職慰労引当金 158,500 164,084

その他 224,441 233,907

固定負債合計 464,409 503,383

負債合計 2,587,678 2,465,938

純資産の部   

株主資本   

資本金 951,799 951,799

資本剰余金 833,305 833,305

利益剰余金 9,081,493 9,045,410

自己株式 △161,400 △161,676

株主資本合計 10,705,196 10,668,838

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 589,175 578,892

為替換算調整勘定 △151,266 3,947

その他の包括利益累計額合計 437,908 582,840

非支配株主持分 200 288

純資産合計 11,143,306 11,251,966

負債純資産合計 13,730,985 13,717,905
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 3,751,499 3,962,517

売上原価 2,234,896 2,440,274

売上総利益 1,516,603 1,522,242

販売費及び一般管理費 ※ 1,408,017 ※ 1,462,770

営業利益 108,585 59,471

営業外収益   

受取配当金 13,893 15,664

受取賃貸料 7,395 14,857

その他 9,724 10,501

営業外収益合計 31,014 41,024

営業外費用   

支払利息 622 617

売上割引 9,419 5,459

賃貸収入原価 5,584 6,662

為替差損 8,392 3,523

その他 275 0

営業外費用合計 24,293 16,263

経常利益 115,305 84,232

特別損失   

固定資産除却損 1,416 1,251

特別損失合計 1,416 1,251

税金等調整前四半期純利益 113,889 82,981

法人税、住民税及び事業税 43,805 63,886

法人税等調整額 6,718 13,938

法人税等合計 50,524 77,825

四半期純利益 63,365 5,155

非支配株主に帰属する四半期純利益 60 87

親会社株主に帰属する四半期純利益 63,305 5,068
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 63,365 5,155

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 135,072 △10,282

為替換算調整勘定 △3,631 155,214

その他の包括利益合計 131,440 144,931

四半期包括利益 194,806 150,087

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 194,745 150,000

非支配株主に係る四半期包括利益 60 87
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 113,889 82,981

減価償却費 211,473 190,217

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △787 23,923

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,510 5,584

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,768 3,913

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8,100 △2,250

貸倒引当金の増減額（△は減少） 54 △17

固定資産除却損 1,416 1,251

受取利息及び受取配当金 △14,434 △16,175

支払利息 622 617

為替差損益（△は益） 7,179 39,673

たな卸資産の増減額（△は増加） △86,392 △135,343

売上債権の増減額（△は増加） △61,905 81,555

未収入金の増減額（△は増加） 187 △18,419

仕入債務の増減額（△は減少） 166,671 △172,874

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,111 1,419

その他の資産の増減額（△は増加） 2,991 99,356

その他の負債の増減額（△は減少） 27,623 △62,731

小計 357,117 122,682

利息及び配当金の受取額 14,434 16,175

利息の支払額 △4 －

法人税等の還付額 91,116 2,670

法人税等の支払額 △100,140 △85,729

営業活動によるキャッシュ・フロー 362,522 55,799

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △202,827 △130,806

有形固定資産の除却による支出 △733 △450

無形固定資産の取得による支出 △91 △34,484

定期預金の預入による支出 － △200,000

その他 1,118 △456

投資活動によるキャッシュ・フロー △202,535 △366,198

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △402 △275

配当金の支払額 △32,905 △40,933

財務活動によるキャッシュ・フロー △33,308 △41,208

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,175 54,221

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 122,504 △297,387

現金及び現金同等物の期首残高 5,582,738 5,712,203

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,705,242 ※ 5,414,816
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しており

ます。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形 70,708千円 69,024千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
　　至 平成29年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
　　至 平成30年９月30日）

給料手当 515,067千円 573,873千円

賞与引当金繰入額 69,567 79,691

役員賞与引当金繰入額 7,500 12,750

退職給付費用 24,861 39,935

役員退職慰労引当金繰入額 5,576 6,084

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 5,705,242千円 5,414,816千円

現金及び現金同等物 5,705,242 5,414,816
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

配当に関する事項

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 32,926 4.0 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

（注）平成29年10月1日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。「１株当たり配当額」につき

ましては、当該株式併合前の金額を記載しております。

 

　　　　　（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

　　　　　　　間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月６日

取締役会
普通株式 41,153 5.0 平成29年９月30日 平成29年12月11日 利益剰余金

（注）平成29年10月1日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。「１株当たり配当額」につき

ましては、当該株式併合前の金額を記載しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

配当に関する事項

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 41,151 50.0 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金

 

　　　　　（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

　　　　　　　間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年11月５日

取締役会
普通株式 41,149 50.0 平成30年９月30日 平成30年12月11日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 日本 米国 アジア

売上高     

(1）外部顧客への売上高 2,213,150 1,184,284 354,064 3,751,499

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
1,189,793 － 1,822,043 3,011,837

計 3,402,944 1,184,284 2,176,108 6,763,336

セグメント利益 46,540 76,474 16,823 139,839

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利　益 金額

報告セグメント計 139,839

セグメント間取引消去 △31,253

四半期連結損益計算書の営業利益 108,585

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 日本 米国 アジア

売上高     

(1）外部顧客への売上高 2,313,378 1,234,455 414,683 3,962,517

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
1,189,799 － 2,072,280 3,262,080

計 3,503,177 1,234,455 2,486,964 7,224,597

セグメント利益 15,507 19,875 47,887 83,270

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利　益 金額

報告セグメント計 83,270

セグメント間取引消去 △23,798

四半期連結損益計算書の営業利益 59,471

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益 76円91銭 ６円16銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 63,305 5,068

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
63,305 5,068

普通株式の期中平均株式数（株） 823,120 823,000

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成30年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・41,149千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・平成30年12月11日

（注）平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月14日

ＮＫＫスイッチズ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 浅　野　俊　治　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 小　泉　　　淳　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮＫＫスイッチ

ズ株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日

から平成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＫＫスイッチズ株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

     ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

ＮＫＫスイッチズ株式会社(E01974)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

